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お願い 

 

本取扱い説明書は、バルブの運搬・保管、配管取付、操作・運転、保守をご担当になる方々に、バルブの正しい扱い方を

ご習得いただくための説明書です。 

 

運搬・保管、配管取付、操作・運転、保守作業に入られる前に、必ずこの取扱説明書をご一読下さるようお願いいたしま

す。 

 

本取扱説明書は、バルブの、運搬・保管、配管取付、操作・運転、保守について、想定される全ての状態を説明しつくして

おりません。もし、本取扱説明書について不明な点がございましたら、最寄りのイシグロ株式会社 支店または営業所まで

お問い合わせをお願いいたします。 

 

本取扱説明書で明示してあります、操作・保守・点検上の基準値・制限値は、バルブの保守管理を考慮して定めたもので

す。基準値・制限値を外れない範囲でご使用ください。 

 

本取扱説明書に使用しました、ご説明用の図面類は基本的な事だけを示したものです。 

該当する製品の納入品図を参照してください。 

※本取扱説明書の内容は予告なく変更する場合があります。 
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第 Ⅰ 編  構造と機能 

 

1. 構造と機能 

 

1.1  構造と各部の名称は下図に示す通りです。 

 

1.2  弁棒を９０度回転させることで、バルブの開閉を行います。 

 

1.3  本バルブは「全開」 「全閉」用としてのみ使用する事が出来ます。 

 

1.4  バルブ内のボールは弁棒等他の部品とは固定されず、１次側（入口側）と２次側に設けられた

２枚のボールシートに抱きかかえられた構造です。ボールは固定されていない為、閉止時にボール

は流体の圧力によって、２次側のボールシートに押さえつけられ封止力を高めます。 

 

1.5 流体の流れ方向は限定されません。 

 

 

 

 



5 

 

 

 

 

2. 特長 

 

2.1 飛び出し防止弁棒 

 

弁棒下部につばが設けてあり、パッキン押えを取り外しても内圧によって弁棒が飛び出すことのない構造

となっています。またこのつばはバックシートとしても作用し、グランドパッキンが火災等で焼失または劣化

しても弁棒周りからの過大な漏洩を防止します。 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 ボディーシール 

 

弁箱とふた接合部のシールはガスケットによる他、金属と金属のタッチによる２重シール構造になっており、

火災等でガスケットが消失しても接合部からの過大な漏洩を防止します。 

 

 

 

 

 

 

2.3 インテグラルシート 

 

ボールシートが火災等の過熱で焼失または軟化した場合でも、弁箱に設けられたインテグラルシートが補

助シートとして作用し、過大な漏洩を防止します。 
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第 Ⅱ 編  操作機 

 

1. レバーハンドル式 

 

1.1 バルブ弁棒にレバーが直接ついている構造です。 

 

1.2 レバーハンドルを時計回りに９０度回して「閉」、反時計回りに９０度回して「開」となります。 
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第Ⅲ編 運搬・保管 

1. 運搬 

 

1.1 運搬時の注意事項 

 

 

 

1.2 運搬について 

 

1.2.1 バルブの移動や配管施工される現場までの運搬は、納入された梱包・荷姿状態を 

維持してください。 

運搬中に防塵・防護カバー等が脱落、紛失した場合は、直ちに防塵・防護を施してください。 

 

1.2.2 バルブを投げ出したり、落下・引きずり・転倒等の衝撃を与えないでください。 
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2. 保管 

 

2.1 保管時の注意事項 

 

 

2.2 保管について 

 

2.2.1 バルブは屋内で、ゴミや粉塵、湿気が少なく、通気の良い場所に保管してください。 

 

2.2.2 バルブは、梱包状態で木枠等の上に保管し、直接地面やコンクリートの上に 

置かないでください。 

 

2.2.3 やむを得ず屋外に保管する場合は、防水シート等で雨・直射日光・粉塵等から 

保護してください。 
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第Ⅳ編 配管取付け 

1. フランジ型 

 

1.1 設置に関する注意事項 

1.1.1 バルブの設置場所は操作性を考慮し、安全かつ容易に操作及び保守が可能で、 

また、取付け及び取外しができるスペースが必要になります。 

 

1.1.2 やむを得ず狭い場所にバルブを設置する場合には、操作、点検及び保守に支障の 

ないように考慮してださい。 

 

1.1.3 振動その他の外力によって、その機能が阻害される恐れのある場所への設置は 

出来るだけ避けてください。 

 

1.1.4 バルブの取付け姿勢は、水平配管に垂直取付けを原則としてください。 



10 

 

 

1.2 配管取付けに関する注意事項 
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1.2.1 バルブを配管に取りつける前に次の事項を確認してください。 

 

① 使用流体、圧力、温度がバルブ仕様と合致している 

 

➁ バルブと配管のフランジが一致している。 

 

③ バルブ及び配管のフランジ面に損傷がない事 

 

④ 配管フランジ間の寸法がガスケットを含むバルブ面間寸法に合致している 

 

⑤ 上・下流配管の中心が一致している 

 

⑥ 配管フランジ面は平行でボルト穴は垂直中心線に対し、中心振り分けになっている。 

 

 

1.2.2 バルブの配管取付け前に、接続配管内の砂、ゴミ、溶接スパッタ等の異物を除去してください。 

 

1.2.3 バルブを投げ出したり、落下、引きずり、転倒等の衝撃を与えないでください。 

 

1.2.4 配管取付け直前にバルブの開口部を覆っている防塵・防護カバーを取り外してください。 

 

1.2.5 配管取付け終了後は必ず各締め付け部を点検し、緩んでいたら締めなおしてください。 

 

1.2.6 配管取付け終了後、必ず配管ラインのバルブをすべて全開にし、フラッシングにより管内の 

異物を除去してください。 

フラッシング中はバルブの開閉操作は絶対に行わないで下さい。 
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第Ⅳ編 配管取付 

1.3 配管取付 

 

1.3.1 バルブを取り付ける上・下配管の中心を一致させてください。 

 

1.3.2 バルブを取り付ける配管フランジの間の空間は、バルブとガスケットを取り付けるのに必要な 

長さを確保してください。 

 

1.3.3 バルブを配管に取りつけ、下側のボルトを通し仮止めを行ってください。 

 

1.3.4 ガスケットを配管フランジとバルブフランジの間に挿入して下さい。この時ガスケットには潤滑油 

（ガスケットペースト）を塗布することを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3.5 ガスケットは下側のボルトによって位置決めを助けますが、正確な位置に挿入されている事を 

確認してください。 

 

1.3.6 残りのボルト・ナットを全て取り付けて、仮止めを行ってください。 

 

1.3.7 ボルトは片締めにならない様に一度に締めないで、下図のように対角線上の位置の 

ボルトを交互に均等な力で徐々に締め付けてください。 

また締め終わったボルトの先端が、バルブ側と配管側のナットの上面に平均して出る様に 

締め付けてください。 

 

 

 

 

 

 

1.3.8 試運転は圧力や温度を徐々に上げ、必要に応じて各締め付け部の増し締めを実施してください。 
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第 Ｖ 編 操作・運転 

 

1. 操作に関する注意事項  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. バルブの開閉 

 

1.2 レバーハンドル式 

 

レバーハンドルを時計回りに９０度回して閉、反時計回りに９０度回して開となります。 

 

 

 

 

 



14 

 

3. 運転中の日常点検 

 

使用中のバルブの管理は、日常点検と運転中の検査とによって行われます。 

日常点検と運転中検査は下記の通りです。 
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4. 異常発生時の処置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1 グランド部分からの漏洩 

 

グランドパッキンから漏洩している場合は、グランドボルトの増締めを実施してください。グランドボルトの増

締めは、下図のようにグランドを片締めしない様交互に平均した力で締め付けます。バルブの操作が極端

に重くならない程度に締めてください。また漏洩の原因が増締めによって解消しない場合は、グランドパッ

キンを交換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 フランジ部分からの漏洩 

 

ボルトは片締めにならない様に一度に締め付けないで、対角線上の位置

のボルトを交互に、均等な力で徐々に締め付けてください。 
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5. 故障と処置 
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第Ⅵ編 定期点検 

 

1. 定期点検 

 

1.1 バルブの定期点検は、配管に取り付けられた状態で１年に 1 回程度実施してください。 

 

1.2 バルブが円滑に機能を果たし、また保安上支障のない状態であることを確認してください 

 

1.3 点検項目及び点検方法は日常点検と同様です。第Ⅴ編「運転中の日常点検」を参照ください。 

 

1.4 日常点検を行わないバルブや、日常開閉操作を行わないバルブも、 

定期点検時には点検を実施してください。(すべてのバルブを点検してください) 

 

1.5 運転管理上重要なバルブ、流体が固着したり詰まりやすい配管系統のバルブ、 

流体による腐食・摩耗が予測されるバルブは特によく点検を行い、 

必要によっては配管から取外し、分解点検を実施してください。 

 

1.6 定期点検時にはパッキンの交換を推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



18 

 

2. 保守検査 

 

バルブが取り付けられた配管設備が保安検査の為解放される場合は、必要に応じて 

弁座・外部漏れ検査、作動検査を実施し、弁座・外部漏れ、作動不良等の徴候が 

認められたら、分解点検を実施し、これに合格する事。 

 

2.1 配管からの取外し、取付け時の注意事項 
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2.2 分解・組立 

   

分解・組立作業は、第Ⅶ編「分解・組立」を参照し実施してください。 

 

2.3 試験・検査 

 

試験・検査については下記事項を確認してください。 

 

2.3.1 作動検査 

 

① レバーハンドルの操作は容易であり、各運動部にかじり、食いつきがなく適切に作動する事 

 

➁ 弁棒とボールの結合、連結は確実であり、緩みのない事。 

 

③ 弁全開位置では、ボールの開口部の中心は、ボールシートの中心に対して同心の位置にあること。 

ボールののぞきはボール口径端面に設けたＲの範囲であること。 

 

2.3.2 弁箱耐圧試験及び弁座漏れ試験 

 

① 弁箱耐圧試験及び弁座漏れ試験時の注意事項 

 

 

 

➁弁箱耐圧試験及び弁座漏れ試験 

 

組立を終了したバルブは、所定の水圧または空気圧により弁箱耐圧及び弁座漏れ試験を  

JIS B 2003、JPI-7S-39、API-598 等の規格を参考に行い、 

所定の基準に合格する事を確認してください。 
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第Ⅶ編 分解組立 

1. 分解要領 

 

1.1 分解時の注意事項 

 

 

1.2 分解にあたって 

 

1.2.1 分解は粉塵の少ないところで行ってください。 

 

1.2.2 フランジ面、ボール、弁棒等を損傷させないでください。 

 

1.2.3 バルブを分解する前の、弁箱とふたフランジに不滅インク等で「合マーク」を記入してください。 

組み立て時にこの「合マーク」に合わせます。 
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構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品番 部品名称 材料 個数 備考 品番 部品名称 材料 個数 備考

1 本体 SCS13A 1 20 パッキン座金 SUS316L 1

2 本体　キャップ SCS13A 1 30 ボールシート 強化テフロン 2

3 ステム SUS304 1 33 キャップボルト用ナット A194 Ｇｒ. B 1組
4 ボール SUS304　又は　SCS13A 1 35 キャップボルト A193 Ｇｒ. B8 CL2 1組
7 パッキン押え SCS13A 1 36 パッキン押えボルト ステンレス鋼 1組
8 パッキン PTFE 1組 47 スラストワッシャー グラスファイバー入りPTFE 1 100A以上
9 レバーハンドル FCD400-15 1 48 スナップリング SUS304-CSP 1

9A ハンドルバー SGP 1 49 ストッパー SUS304 1
9B ハンドルヘッド FCD400-15 1 67 ステムベアリング グラスファイバー入りPTFE 1
16A 銘板 A1050P 1 123 ハンドル用ボルト 炭素鋼 1
16B 座金 SS400 1 124A スプリング＆ピン SUS316-WPA&SUS316 1組 65A以上
19 ガスケット PTFE 1 124B スプリング SUS316-WPA 1 50A以下



22 

 

 

 

 

1.3 分解 

 

1.3.1 ボール（4）を全閉の位置にしてください 

 

1.3.2 弁棒（3）からスナップリング（48）を取り外し、ストッパ（49）を取り外してください。 

 

1.3.3 ふたボルト用ナット（33）を取り外してください。 

 

1.3.4 弁箱（1）からふた（2）を取り外してください。 

 

1.3.5 弁箱（1）又はふた（2）からガスケット（19）またはＯリング（45A）を 

取り外してください。 

 

1.3.6 弁箱（1）の中からボール（4）を取り出してください。 

 

1.3.7 弁棒（3）を押して、弁箱（1）の内側から取り外してください。 

 

1.3.8 弁棒（3）または弁箱（1）からステムベアリング（67）等を取り外してください。 

 

1.3.9 弁箱（1）とふた（2）からボールシート（30）を取り外してください。 

 

1.3.10 弁箱（1）からパッキン押えボルト（36）を取り外し、パッキン押え輪（7）、 

パッキン（8）等を取り外してください。 
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2. 組立要領 

 

2.1 組立時の注意事項 

 

2.2 組立にあたって 

 

2.2.1 部品は必要な点検を行い、機能を満足しない場合はバルブを交換してください。 

 

2.2.2 消耗部品（ボールシート、パッキン、ガスケット、Ｏリング及びステムベアリング等）を 

組立前までに揃えてください。 

 

2.2.3 再使用の部品は必ず洗浄し、油、ゴミ等の汚れを完全に除去してください。 

 

2.2.4 組立は粉塵の少ないところで行ってください。 

 

2.2.5 各フランジ面、ボール、ボールシート、弁棒等を損傷させないでください。 

 

2.2.6 分解する前につけた「合マーク」は必ず組立時に合わせてください。 

 

2.2.7 各ボルト・ナット及びプラグの締め付けは、確実に行ってください。 
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2.3 組立 

 

2.3.1 弁箱（1）にパッキン（8）、パッキン押え輪（7）等をパッキン押えボルト（36）で 

仮止めをしてください。 

 

2.3.2 弁箱（1）とふた（2）にボールシート（30）を取り付けてください。 

 

2.3.3 弁棒（3）にステムベアリング（67）等を取り付けてください。 

 

2.3.4 弁箱（1）の内側から弁棒（3）うぃ取り付けてください。この時、弁棒のつばが弁箱に当たるまで

挿入し、全閉の位置にしてください。 

 

2.3.5 弁箱（1）にボール（4）を取り付けてください。 

 

2.3.6 弁箱（1）にガスケット（19）またはＯリング（45A）を取り付けてください。 

 

2.3.7 弁箱（1）にふた（2）を取り付けてください。この時ボールシート（30）が落ちない様に、 

また正しい位置に取りつけて下さい。 

 

2.3.8 弁箱（1）にふた（2）をふたボルト用ナット（33）で固定してください。 

ナットは片締めにならないように一度に締めないで、対角線上の位置のナットを交互に、均等

な力で徐々に締め付けてください。また締め終わったボルトの先端がナットの上面に平均して

出るように締め付けてください。 

 

2.3.9 弁棒（3）にストッパ（49）を取りつけ、スナップリング（48）で固定してください。 

 

2.3.10 パッキン押えボルト（36）を締め付けてください。この時、ハンドル操作が極端に 

重くならない程度に締めてください。 

 

2.3.11 各締め付け部が確実に締め付けられていることを確認してください。 

締め付けられていない場合は増締めを実施してください。 

 

 

以上 

 

 


